
岡 山 県 議 会 広 報 紙

皆 さ ん と 未 来 の 岡 山 を 創 り ま す

写 真 は 、 岡 山 県 高 等 学 校 写 真 協 議 会 第 3 7 回 夏 期 撮 影 会 写 真 展 「 倉 敷 ・ 夏 2 0 2 2 」 特 選 作 品 「 夢 中 」
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　 岡 山 県 議 会 は 、  県 内

1 9の 地 域 か ら

選 ば れ た

5 5名 の 議 員 で 構 成 さ れ 、  行 政

に 対 す る チ  ェ  ッ  ク 機 能 を 果 た す と と もに 、  県 政 に  お け る 最 終 的 な 意 思 決 定 機関 と し  て  の 役 割 を 担  っ  て お り ま す 。　 さ  て 、  近 年 世 界 で  は 、  新 型  コ  ロ  ナ ウ イル  ス 感 染 症 や 、  ロ  シ  ア  に  よ る ウ ク ラ イ ナ侵 攻 と  い  っ  た 、  こ れ ま  で 考 え ら れ な か  った よ う な 出 来 事 が 起 こ  っ  て  い ま す 。  また 、  国 内 で も 西 日 本 豪 雨 の よ う な 百年 に 一 度 と  い わ れ る 災 害 が 、  毎 年 の よう に 全 国 各 地 で 発 生 し 、  私 た ち  の 生 活や 経 済 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て い ます 。  県 民 の 皆 様 が 安 心 し  て 生 活 で き るよ う 、  防 災 減 災 対 策 を し  っ  か り と 行  って  い  か な け れ ば な り ま せ ん 。　 ま た 、  コ  ロ  ナ 禍 や 物 価 高 騰 の 影 響 を受 け て  い  る 事 業 者 の 景 気 回 復 や 、  若 い世 代 の 所 得 が 増 え 、  安 心 し て 結 婚  ・  出産  ・  子 育 て が で き る 環 境 整 備 に 向 けて 、  地 域 経 済 の 活 性 化 に し  っ  か り と 取り 組 ん  で ま  い  り ま す 。　 元 気 で 活 力 あ る 岡 山 県 、  誰 も が 希望 を 持 て  る 岡 山 県 を 目 指 し  て 、  議 長 とし て 全 身 全 霊  ・  粉 骨 砕 身 努 め  て ま  い りま す 。　 私 ど も 県 議 会 は 、  本 県 の 課 題 解 決に 向 け 、  全 力 で 取 り 組 ん で ま い り ま すの  で 、  県 民 の 皆 様 の 県 議 会 に 対 す る 一層 の ご 支 援  ・  ご 協 力 を 心 か ら お 願 い  いた し ま す 。　  「 お か や ま 県 議 会 だ よ り 」  が 皆 様 にと  っ  て 、  岡 山 県 議 会 の 仕 事 と 役 割 を ご理 解 い た だ く 一 助 と な り 、  県 議 会 が より 身 近 な も の と な れ ば 幸 い  で す 。

　 社 会 的 に 弱 い 立 場 の 方 々  に 寄 り 添 いと も  に 歩 み な が ら 、  本 県 に 山 積 し  て  い  る課 題 の 一  つ 一  つ  に 丁 寧 に 取 り 組 ん で まい  り ま す 。

6 月 定 例 会 の 様 子

Ⓒ 岡 山 県 「 も も っ ち ・ う ら っ ち と 仲  間  た ち  」

岡 山 県 議 会 ス ケ ジ ュ ー ル議 会 の 日 程 で す 。  傍 聴  ・  視 聴 の際 は 参 考 に し て く だ さ い 。※

変 更 に な る 場 合 も あ り ま す 。

1 0日  （ 木 ）  　 常 任 委 員 会2 1日  （ 月 ）  　  （ 常 任 委 員 会 ）2 4日  （ 木 ）  　 常 任 委 員 会2 8日  （ 月 ）  　 特 別 委 員 会2 9日  （ 火 ）  　 議 会 運 営 委 員 会

８ 月
5 日  （ 火 ）  　 ９ 月 定 例 会 開 会8 日  （ 金 ）  　 代 表 質 問

1 3日  （ 水 ）  　 一 般 質 問1 4日  （ 木 ）  　 一 般 質 問1 5日  （ 金 ）  　 一 般 質 問2 0日  （ 水 ）  　 一 般 質 問2 1日  （ 木 ）  　  （ 一 般 質 問 予 備 日 ）2 2日  （ 金 ）  　 特 別 委 員 会2 6日  （ 火 ）  　 常 任 委 員 会2 8日  （ 木 ）  　 議 会 運 営 委 員 会2 9日  （ 金 ）  　 ９ 月 定 例 会 閉 会

9 月

1 3日  （ 金 ）  　 常 任 委 員 会2 5日  （ 水 ）  　 常 任 委 員 会

1 0 月

副 議 長 あ い さ つ

議 長 あ い さ つ

小 倉  弘 行
［ 自 民 　 岡 山 市 中 区 選 出 ］

お    ぐ ら       ひ ろ  ゆ き

岡 山 県 議 会 議 長

江 本  公 一
［ 自 民 　 総 社 市 選 出 ］

え   も と 　      き み   か ず

岡 山 県 議 会 副 議 長

岡 山 県 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ

第 3 2 号
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8 月 号
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岡 山 県 議 会

· 議 長 あ い さ つ· 副 議 長 あ い さ つ· 岡 山 県 議 会 ス ケ ジ  ュ  ー ル· 県 議 会 議 員 と 各 委 員 会· 県 議 会 を 振 り 返 る　  ﹇ 2 月  ・  6 月 定 例 会 ﹈· み ん な で 県 政 に 参 加 し よ う ！· 県 議 会 ト ピ ッ ク ス· 巻 頭 写 真 撮 影 の 高 校 生 に　 感 謝 状 を 贈 呈 P. 1P. 3 P. 2P. 4

　 県 議 会 を 身 近 に 感 じ て い た だ け る よ う 、 議 場 の 見 学 を 受 け 付 け て い ま す 。 実 際 に 議 員 席 に

着 席 し 、 議 会 の 雰 囲 気 を 体 感 し な が ら 、 議 会 の 役 割 や 仕 事 な ど に つ い て 、 説 明 を 受 け る こ と が

で き ま す 。 見 学 は 、 学 校 や 学 級 、 自 治 会 な ど の グ ル ー プ 単 位 で 、 事 前 に お 申 し 込 み く だ さ い 。

ご  意  見 ・ ご  要  望 ・ お  問  い  合  わ  せ  先

古 紙 配 合 率 7 0 ％ 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す 。 こ の 広 報 紙 は 環 境 に 配 慮 し た 植 物 油 イ ン キ を 使 用 し て い ま す 。

総 務 課
• 本 会 議 傍 聴 　 • 議 場 見 学
• 情 報 公 開 　 　 • 議 員 報 酬
• 政 務 活 動 費 　 な ど

gi k ai @ p r ef. o k a y a m a.l g. j p

0 8 6- 2 2 6- 7 5 4 8

議 事 課
• 本 会 議 、 委 員 会 の 運 営
• 請 願 ・ 陳 情 受 付
• 会 議 録 作 成 　 な ど

g gi ji @ p r ef. o k a y a m a.l g. j p

0 8 6- 2 2 6- 7 5 5 1

政 務 調 査 室
• 政 策 研 究 、 調 査
• テ レ ビ  番  組
• 委 員 会 視 聴 、 ホ ー ム ペ ー ジ 　 な ど

g s ei m u ＠ p r ef. o k a y a m a.l g. j p

0 8 6- 2 2 6- 7 5 5 4

〒 7 0 0- 8 5 7 0 　 岡 山 市 北 区 内 山 下 2- 4- 6

ht t p s: // w w w. p r ef. o k a y a m a.j p / sit e / gi k ai /

モ バ イ ル 端  末

ス マ  ー ト フ ォ ン  は

こ ち ら
岡 山 県 議 会 事 務 局

岡 山 県 議 会

4 お か や ま 県 議 会 だ よ り ｜ 第 3 2 号

「 お か や ま 県 議 会 だ よ り 」 点 字 版 を 発 行 し て い ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 県 議 会 事 務 局 政 務 調 査 室 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

　 ５ 月 2 0 日 、 本 県 で 来 年 春 に 行 わ れ る 第 7 4 回 全 国 植 樹 祭 １ 年 前 記 念 式 典 が 開

催 さ れ ま し た 。 全 国 植 樹 祭 は 、 森 林 へ の 理 解 を 深 め る た め 天 皇 ・ 皇 后 両 陛 下 が 臨

席 さ れ る 四 大 行 幸 啓 の 一 つ で 、 県 内 で は 5 7 年 ぶ り ２ 回 目 と な り ま す 。 小 倉 弘 行

議 長 は 、「 知 恵

を 出 し 合 い 、 先

人  が  守 っ て き

た 美 し い 森  林

を 未 来 の 子 ど

も た ち に 引 き

継 い で い か ね

ば な ら な い 」 と

挨  拶 し ま し た  。

　 ５ 月 2 6 日 、 岡 山 県 立 大 学 の 開 学 3 0 周 年 記 念 式 典 が 開 催 さ れ ま し た 。 同 大 学

は 、 情 報 化 や 国 際 化 の 進 展 、 高 齢 化 社 会 の 到 来 と い う 新 た な 時 代 に 対 応 し た 有

為 な 人 材 を 数 多 く 輩 出 し て き ま し た 。 江 本 公 一 副 議 長 は 、「 地 域 間 の 人 材 獲 得 競

争 は 激 し さ を

増 し て お り 、 岡

山 の 地 で 人 材

を 育 成 し 地 域

社 会 に 還 元 す

る 岡 山 県 立 大

学 へ の 期 待 は

大 き い 」 と 祝 辞

を  述  べ ま し た  。

県 議 会 ト ピ ッ ク  ス

小 倉 弘 行 議 長 が 第 7 4 回 全 国 植 樹 祭 岡 山 2 0 2 4 

１ 年 前 記 念 式 典 に 出 席

江 本 公 一 副 議 長 が 岡 山 県 立 大 学 開 学 3 0 周 年

記 念 式 典 に 出 席

５ 月 2 4 日 、 岡 山 市 立 七 区 小 学 校 ６ 年 生 の 児 童 の み な さ ん が 参 加 し 、 議 会 に つ い て 活 発 に 質 問 を し ま し た

本 会 議

を 見 る

● 傍 聴 ／ 本 会 議 は 、 議 場 の 傍

聴 席 か ら 、 ど な た で も 傍 聴 で き

ま す 。 本 会 議 当 日 、 議 会 棟 １ 階

で 受 け 付 け を し て く だ さ い 。

● イ ン タ ー ネ ッ ト 中  継  ／ 本 会 議 の 様 子 は 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト で ラ イ ブ 中 継 と 録 画 配 信 を 行 っ て い ま す 。 パ ソ

コ  ン  や  ス  マ  ー ト フ ォ ン  な  ど  で  ご  覧  に  な  れ  ま す  。

岡 山 県 議 会 イ ン タ ー ネ ッ ト 中 継

委 員 会

を 見 る

委 員 会 の 様 子 は 、 委 員 会 視 聴 室 の

モ ニ タ ー テ レ ビ で 、 ど な た で も 視 聴

で き ま す 。 委 員 会 当 日 、 議 会 棟 １ 階 で

受 け 付 け を し て く だ さ い 。 　

お く や み高 橋

 戒 隆

 議 員

  逝 去

　 高 橋 戒 隆 議 員  （ 自 由 民 主党 ）  が 令 和 ５ 年 ４ 月

1 8日 に

逝 去 さ れ ま し た 。　 高 橋 議 員 は 、  平 成

1 1年 ４

月 か ら ６ 期

2 4年 の 長 き に わ

た り 県 政 の 発 展 に 尽 力 さ れ 、こ の 間 、  議 長 な ど の 要 職 を歴 任 さ れ ま し た 。　 故 人 の ご 功 績 を し の び 、謹 ん で 哀 悼 の 意 を 表 し ま す 。

　 ６ 月 2 3 日 、 小 倉 弘 行 議 長 か ら 、 巻 頭 写 真 を 撮 影 し た 県 立

岡 山 東 商 業 高 等 学 校 の 藤 原 柚 季 さ ん に 、 加 藤 浩 久 広 報 委

員 長 列 席 の も と 感 謝 状 が 贈 呈 さ れ ま し た 。

　 写 真 は 、 大 切 な も の を 見 失 わ な い で ほ し い と の 思 い で

若 者 が 旅 人 の 道 標 に 気 づ か ず ス マ ホ に 夢 中 に な る 様 子 を

撮 影 し た 作 品 で す 。（ 撮 影 場 所 ： 倉 敷 美 観 地 区 ）

約 1 9 0 万 人 の

岡 山 県 民 の 代 表 を

選  ぶ 選 挙 っ て 、

大 切 な ん だ ね

議 場 も

バ リ ア フ リ ー  化

さ れ  て る ん  だ  ね

※ 原 則 と し て 、 土 ・ 日 ・ 祝 日 、 年 末 年 始 、 定 例 会 ・ 臨 時 会 の 会 期 中 な ど は 見 学 で き ま せ ん 。 　

み ん な で

参 加
に

県 政
し よ う ！

小
中

高 生 の み な さ ん も ！

巻 頭 写 真 撮 影 の 高 校 生 に 感 謝 状 を 贈 呈

オ モ テY M C K
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木 口  京 子 ［ 4 期 ］
き  ぐ ち    き ょ う   こ

自 民 　 岡 山 市 南 区
遠 藤  康 洋 ［ 6 期 ］
え ん ど う     や す ひ ろ

自 民 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
小 野  泰 弘 ［ 8 期 ］
お   の 　   や す ひ ろ

自 民 　 総 社 市
千 田 博 通 ［ 1 1 期 ］
せ ん  だ 　 ひ ろ み ち

自 民 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
大 橋  和 明 ［ 2 期 ］
お お  は し 　   か ず あ き

自 民 　 岡 山 市 南 区

吉 田 　  徹 ［ 2 期 ］
よ し   だ 　        と お る

公 明 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
鈴 木  一 史 ［ 1 期 ］
す ず  き 　   か ず ふ み

民 県 　 岡 山 市 南 区
秋 山  正 浩 ［ 2 期 ］
あ き や ま     ま さ ひ ろ

民 県 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
小 倉  弘 行 ［ 6 期 ］
お  ぐ ら     ひ ろ ゆ き

自 民 　 岡 山 市 中 区

河 野  慶 治 ［ 3 期 ］
こ う  の 　   け い じ

自 民 　 真 庭 市 ・ 真 庭 郡
神 宝  謙 一 ［ 6 期 ］
し ん ぽ う 　 け ん い ち

自 民 　 瀬 戸 内 市
渡 辺  英 気 ［ 8 期 ］
わ た な べ 　  ひ で  き

自 民 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
小 田  春 人 ［ 9 期 ］
お   だ 　   は る  と

自 民 　 井 原 市 ・ 小 田 郡
清 水 　  薫 ［ 2 期 ］
し  み ず 　     か お る

自 民 　 津 山 市 ・ 苫 田 郡 ・ 勝 田 郡

荒 島  俊 造 ［ 3 期 ］
あ ら し ま 　    と し   な り

公 明 　 岡 山 市 南 区
渡 邉  直 子 ［ 1 期 ］
わ た な べ 　 な お  こ

民 県 　 玉 野 市
高 原  俊 彦 ［ 5 期 ］
た か  は ら 　  と し ひ こ

民 県 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡
小 林  義 明 ［ 4 期 ］
こ ば  や し 　  よ し  あ き

自 民 　 新 見 市

渡 辺  知 典 ［ 3 期 ］
わ た な べ 　  と も の り

自 民 　 浅 口 市 ・ 浅 口 郡
市 村 　  仁 ［ 4 期 ］
い ち  む ら 　        じ ん

自 民 　 美 作 市 ・ 英 田 郡
中 塚  周 一 ［ 5 期 ］
な か つ か 　  し ゅ う い  ち

自 民 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
江 本  公 一 ［ 5 期 ］

え  も と 　   き み か ず

自 民 　 総 社 市
松 島  幸 一 ［ 2 期 ］
ま つ し ま 　   こ う い ち

自 民 　 久 米 郡

笹 井  茂 智 ［ 4 期 ］
さ さ  い      し げ と も

公 明 　 岡 山 市 中 区
小 原 な お み ［ 1 期 ］
お  は ら

民 県 　 津 山 市 ・ 苫 田 郡 ・ 勝 田 郡
大 塚  　 愛 ［ 3 期 ］
お お つ か 　       あ い

民 県 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡
福 田 　 司 ［ 2 期 ］
ふ く  だ 　       つ か さ

自 民 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡

小 倉 　  博 ［ 2 期 ］
お  ぐ ら 　      ひ ろ し

自 民 　 赤 磐 市
正 木  美 恵 ［ 1 期 ］
ま さ  き 　    み   え

自 民 　 備 前 市 ・ 和 気 郡
加 藤  浩 久 ［ 6 期 ］

か  と う 　   ひ ろ ひ さ

自 民 　 玉 野 市
小 田  圭 一 ［ 8 期 ］
お    だ 　   け い い ち

自 民 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
乙 倉  賢 一 ［ 2 期 ］
お と  く ら  　   け ん い ち

自 民 　 岡 山 市 東 区

蜂 谷  弘 美 ［ 6 期 ］
は ち  や 　   ひ ろ  み

無 所 属 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡
森 脇  久 紀 ［ 5 期 ］
も り わ き 　  ひ さ  き

共 産 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡
角 屋 　  忍 ［ 1 期 ］
す み  や 　       し の ぶ

公 明 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
髙 橋 　  徹 ［ 3 期 ］
た か  は し 　      と お る

民 県 　 岡 山 市 中 区

本 山  紘 司 ［ 2 期 ］
も と や ま 　   こ う   じ

自 民 　 津 山 市 ・ 苫 田 郡 ・ 勝 田 郡
山 本  雅 彦 ［ 3 期 ］
や ま も と 　   ま さ ひ こ

自 民 　 津 山 市 ・ 苫 田 郡 ・ 勝 田 郡
蓮 岡  靖 之 ［ 7 期 ］
は す  お か 　 や す  し

自 民 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
内 山 　  登 ［ 8 期 ］
う ち  や ま 　      の ぼ る

自 民 　 備 前 市 ・ 和 気 郡
井 出  妙 子 ［ 1 期 ］
い   で 　   た え  こ

公 明 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡

佐 古  一 太 ［ 2 期 ］
さ   こ 　   か ず た

無 所 属 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
氏 平 三 穂 子 ［ 4 期 ］
う じ ひ ら  み   ほ   こ

共 産 　 岡 山 市 中 区
中 川  雅 子 ［ 4 期 ］
な か が わ 　  ま さ  こ

民 県 　 岡 山 市 東 区
坂 本  亮 平 ［ 1 期 ］
さ か も と 　 り ょ う へ い

自 民 　 笠 岡 市
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［ 取 り 扱 う 事 項  ］

● 議 会 の 運 営 に 関 す る 事 項
● 議 会 の 会 議 規 則 、 委 員 会 に 関 す る
　 条 例 等 に 関 す る 事 項
● 議 長 の 諮 問 に 関 す る 事 項

加 藤 浩 久 （ 委 員 長 ） ／ 中 塚 周 一 （ 副 委 員 長 ）
千 田 博 通 ／ 小 田 春 人 ／ 小 野 泰 弘
内 山 登 ／ 渡 辺 英 気 ／ 蓮 岡 靖 之
高 原 俊 彦 ／ 柳 田 哲 ／ 増 川 英 一

議 会 運 営
委 員 会

● 前 年 度 一 般 会 計 、 特 別 会 計 及 び
　 企 業 会 計 の 決 算 状 況 に 関 す る 調 査
● 事 業 成 果 に 関 す る 調 査

● 第 3 次 晴 れ の 国 お か や ま 生 き 活 き プ ラ ン に 関 す る 調 査
● 第 2 期 お か や ま 創 生 総 合 戦 略 に 関 す る 調 査
● 情 報 発 信 に 関 す る 調 査
● 行 財 政 改 革 ・ 地 方 分 権 推 進 ・ 広 域 行 政 に 関 す る 調 査

● 地 域 経 済 活 性 化 に 関 す る 調 査
　 ⑴ 企 業 誘 致 ・ 金 融 ・ 人 材 確 保 対 策 に 関 す る 調 査
　 ⑵ 農 林 水 産 業 に 関 す る 調 査
● 中 山 間 地 域 の 振 興 に 関 す る 調 査
● 観 光 振 興 等 に 関 す る 調 査
　 ⑴ 観 光 振 興 　 ⑵ 首 都 圏 に お け る 魅 力 発 信 の 推 進
● 広 域 交 通 網 の 整 備 等 に 関 す る 調 査

● 災 害 復 旧 ・ 復 興 に 関 す る 調 査
● 防 災 計 画 等 に 関 す る 調 査
● 環 境 対 策 に 関 す る 調 査
　 ⑴ 地 球 温 暖 化 対 策
　 ⑵ 循 環 型 社 会 形 成 推 進 対 策
　 ⑶ 児 島 湖 の 環 境 保 全 対 策
● ス ポ ー ツ ・ 武 道 の 振 興 に 関 す る 調 査
● 全 国 植 樹 祭 に 関 す る 調 査

● 学 力 向 上 ・ グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 に 関 す る 調 査
● 青 少 年 の 健 全 育 成 に 関 す る 調 査
● 子 育 て 支 援 ・ 家 庭 環 境 対 策 に 関 す る 調 査

総 合 計 画 ・
行 財 政 改 革
特 別 委 員 会

秋 山 正 浩 （ 委 員 長 ） ／ 松 島 幸 一 （ 副 委 員 長 ）
蓮 岡 靖 之 ／ 太 田 正 孝 ／ 上 田 勝 義
渡 辺 知 典 ／ 本 山 紘 司 ／ 渡 邉 直 子
吉 田 徹 ／ 森 脇 久 紀

福 田 司 （ 委 員 長 ） ／ 角 屋 忍 （ 副 委 員 長 ）
千 田 博 通 ／ 渡 辺 英 気 ／ 波 多 洋 治
小 林 義 明 ／ 木 口 京 子 ／ 小 倉 博
高 原 俊 彦 ／ 中 川 雅 子 ／ 佐 古 一 太

清 水 薫 （ 委 員 長 ）
鈴 木 一 史 （ 副 委 員 長 ）
小 野 泰 弘 ／ 内 山 登 ／ 小 田 圭 一
久 徳 大 輔 ／ 福 島 恭 子 ／ 髙 橋 徹
増 川 英 一 ／ 氏 平 三 穂 子

乙 倉 賢 一 （ 委 員 長 ）
正 木 美 恵 （ 副 委 員 長 ）
加 藤 浩 久 ／ 中 塚 周 一 ／ 市 村 仁
坂 本 亮 平 ／ 柳 田 哲 ／ 鳥 井 良 輔
荒 島 俊 造 ／ 蜂 谷 弘 美

大 橋 和 明 （ 委 員 長 ） ／ 天 野 英 雄 （ 副 委 員 長 ）
小 田 春 人 ／ 神 宝 謙 一 ／ 遠 藤 康 洋
河 野 慶 治 ／ 大 塚 愛 ／ 小 原 な お み
井 出 妙 子 ／ 須 増 伸 子

決 算 特 別
委 員 会

地 域 振 興
特 別 委 員 会

防 災 ・ 環 境 対 策 ・
ス ポ ー ツ 振 興
特 別 委 員 会

教 育 再 生 ・ 子 ど も 応 援
特 別 委 員 会

特 　 別 　 委 　 員 　 会

山 本 雅 彦 ／ 笹 井 茂 智監 査 委 員

　 ２ 月 定 例 会 は 、  ２ 月

2 0日 か ら 会 期

2 6日 間 で 開 か れ 、  諸 議 案

の 審 議 を 終 え て ３ 月

1 7日 に 閉 会 し ま し た 。

　 こ の 議 会 に 知 事 か ら 提 出 さ れ た 議 案 は 、  予 算 案

3 4件 、  事 件

案 件 ８ 件 、  条 例 案

3 0件 の 計

7 2件 で し た 。

　 ま た 、  議 会 提 出 の 発 議 案 は 、  「 岡 山 県 手 話 言 語 の 普 及 及 び聴 覚 障 害 の 特 性 に 応 じ た 意 思 疎 通 手 段 の 利 用 促 進 に 関 す る条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 」  な ど 、  ４ 件 が 可 決 さ れ ま し た 。　 ２ 月

2 2日 に は 代 表 質 問 が 行 わ れ 、  天 野 学 議 員  （ 自 由 民 主

党 ）  、  高 原 俊 彦 議 員  （ 民 主  ・  県 民 ク ラ ブ ）  、  吉 田 徹 議 員  （ 公 明 党 ）の ３ 名 の 議 員 が 県 政 の 諸 課 題 に  つ  い て 会 派 を 代 表 し て 質 問 を行  っ  た ほ か 、  ２ 月

2 8日 、  ３ 月 ３ 日 と 、  ３ 月 ７ 日 か ら ９ 日 ま で の

計 5 日 間 に わ た り

1 6名 の 議 員 が 一 般 質 問 を 行 い ま し た 。

　 ６ 月 定 例 会 は 、  ６ 月

1 3日 か ら 会 期

2 3日 間 で 開 か れ 、  諸 議 案

の 審 議 を 終 え て ７ 月 ５ 日 に 閉 会 し ま し た 。　 こ の 議 会 に 知 事 か ら 提 出 さ れ た 議 案 は 、  予 算 案 ２ 件 、  事 件案 件 １ 件 、  条 例 案 ８ 件 、  報 告 案 件 １ 件 及 び 人 事 案 件 ３ 件 の 計
1 5件 で し た 。

　 ま た 、  議 会 提 出 の 発 議 案 は 、  「 地 方 財 政 の 充 実  ・  強 化 に 関 す る意 見 書 案 」  な ど 、  ２ 件 が 可 決 さ れ ま し た 。　 ６ 月

1 6日 に は 代 表 質 問 が 行 わ れ 、  蓮 岡 靖 之 議 員  （ 自 由 民 主

党 ）  、  柳 田 哲 議 員  （ 民 主  ・  県 民 ク ラ ブ ）  、  増 川 英 一 議 員  （ 公 明 党 ）の ３ 名 の 議 員 が 県 政 の 諸 課 題 に  つ  い て 会 派 を 代 表 し て 質 問 を行  っ  た ほ か 、  ６ 月

2 1日 か ら

2 3日 ま で と

2 7日 、

2 8日 の 計 ５ 日 間 に

わ た り

2 3名 の 議 員 が 一 般 質 問 を 行 い ま し た 。
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5 月 1 5 日 に 臨 時 会 が 開 催 さ れ 、 正 副 議 長 が 選 任 さ れ る と と も に 、

議 会 の 内 部 機 関 で あ る 議 会 運 営 委 員 会 、 常 任 委 員 会 と 特 別

委 員 会 の 構 成 の ほ か 、 監 査 委 員 が 決 ま り ま し た 。

議 員

定 数 5 5 人

総 務 委 員 会

環 境 文 化 保 健 子 ど も 福 祉 委 員 会

土 木 委 員 会

文 教 委 員 会

● 総 合 政 策 局 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 総 務 部 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 県 民 生 活 部 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 出 納 局 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 企 業 局 の 所 管 に 属 す る 事 項

委 員 長副 委 員 長

● 環 境 文 化 部 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 保 健 医 療 部 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 子 ど も ・ 福 祉 部 の 所 管 に 属 す る 事 項

委 員 長副 委 員 長

● 土 木 部 の 所 管 に 属 す る 事 項

● 収 用 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項

委 員 長副 委 員 長

● 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項

● 選 挙 管 理 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 人 事 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 監 査 委 員 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 他 の 常 任 委 員 会 の 所 管 に 属 さ な い 事 項

常 任 委 員 会

県  議  会  議  員 と
各 委 員 会

２ 月

2 8日  （ 火 ）

•
渡 辺 　 英 気

•
氏 平 三 穂 子

•
本 山 　 紘 司

•
木 口 　 京 子

３ 月 ３ 日  （ 金 ）•
髙 橋 　 　 徹

•
上 田 　 勝 義

•
荒 島 　 俊 造

３ 月 ７ 日  （ 火 ）•
松 島 　 幸 一

•
福 島 　 恭 子

•
渡 辺 　 知 典

３ 月 ８ 日  （ 水 ）•
福 田 　 　 司

•
大 塚 　 　 愛

•
河 野 　 慶 治

３ 月 ９ 日  （ 木 ）•
山 田 総 一 郎

•
清 水 　 　 薫

•
住 吉 　 良 久

　

（ 自

 民 ）

（ 共

 産 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 民

 県 ）

（ 自

 民 ）

（ 公

 明 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 民

 県 ）

（ 自

 民 ）

（ 公

 明 ）

（ 自

 民 ）

（ 民

 県 ）

一 般 質 問 を行 っ た 議 員
６ 月

2 1日  （ 水 ）

•
本 山 　 紘 司

•
森 脇 　 久 紀

•
天 野 　 英 雄

•
河 野 　 慶 治

６ 月

2 2日  （ 木 ）

•
大 橋 　 和 明

•
上 田 　 勝 義

•
乙 倉 　 賢 一

•
正 木 　 美 恵

•
鈴 木 　 一 史

６ 月

2 3日  （ 金 ）

•
鳥 井 　 良 輔

•
福 島 　 恭 子

•
松 島 　 幸 一

•
坂 本 　 亮 平

•
小 原 な お み

６ 月

2 7日  （ 火 ）

•
太 田 　 正 孝

•
福 田 　 　 司

•
井 出 　 妙 子

•
渡 辺 　 知 典

•
久 徳 　 大 輔

６ 月

2 8日  （ 水 ）

•
渡 邉 　 直 子

•
須 増 　 伸 子

•
角 屋 　 　 忍

•
山 本 　 雅 彦

　

（ 自

 民 ）

（ 共

 産 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 民

 県 ）

（ 民

 県 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 民

 県 ）

（ 自

 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 公
 明 ）

（ 自
 民 ）

（ 自

 民 ）

（ 民

 県 ）

（ 共

 産 ）

（ 公

 明 ）

（ 自

 民 ）

一 般 質 問 を行 っ た 議 員

取 り 扱 う 事 項取 り 扱 う 事 項

取 り 扱 う 事 項

産 業 労 働 警 察 委 員 会
委 員 長副 委 員 長

● 産 業 労 働 部 の 所 管 に 属 す る 事 項

● 公 安 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項

● 労 働 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項

取 り 扱 う 事 項

農 林 水 産 委 員 会

委 員 長副 委 員 長

● 農 林 水 産 部 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項
● 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項

取 り 扱 う 事 項取 り 扱 う 事 項

福 島  恭 子 ［ 3 期 ］
ふ く し ま 　  き ょ う  こ

自 民 　 岡 山 市 東 区
太 田  正 孝 ［ 5 期 ］
お お  た 　   ま さ た か

自 民 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡
久 徳  大 輔 ［ 6 期 ］
き ゅ う と く 　  だ  い  す  け

自 民 　 高 梁 市
波 多  洋 治 ［ 6 期 ］

は   た 　   よ う  じ

自 民 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡
鳥 井  良 輔 ［ 3 期 ］
と り  い 　  り ょ う  す  け

民 県 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡

上 田  勝 義 ［ 4 期 ］
う え  だ 　  か  つ よ し

自 民 　 井 原 市 ・ 小 田 郡
須 増  伸 子 ［ 3 期 ］

す  ま す 　 の ぶ  こ

共 産 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
増 川  英 一 ［ 6 期 ］
ま す か わ 　  え い い ち

公 明 　 岡 山 市 北 区 ・ 加 賀 郡
柳 田 　 哲 ［ 4 期 ］
や な ぎ だ          さ と し

民 県 　 倉 敷 市 ・ 都 窪 郡
天 野  英 雄 ［ 1 期 ］
あ ま  の 　   ひ で  お

自 民 　 笠 岡 市

副 委 員 長 委 員 長

２ 月
定 例 会
県

議
会 を 振 り 返

る

6 月
定 例 会
県

議
会 を 振 り 返

る

▼ 岡 山 県 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会
児 童 福 祉 法 に 基 づ く 、 子 ど も を 守 る 全 県 域 の
ネ  ッ ト  ワ  ー  ク  。 児  童  福  祉 ・ 保  健  医  療 ・ 警  察 ・ 司  法 ・ 人
権 擁 護 な ど の 関 係 機 関 で 構 成 し 、 県 下 の 児 童 虐
待 防 止 を は じ め と す る 要 保 護 児 童 対 策 の 司 令 塔
的 な 役 割 を 担 う 。

ポ  イ ン ト 解  説定  例  会6 月 定 例 会
議 決 結 果

■
予 算 案

  … … … … …

　

3 4件 可 決

（

3 4件 中 ）

■
事 件 案 件

 … … … …

　 8 件 可 決

（ 8 件 中 ）

■
条 例 案

  … … … … …

　

3 0件 可 決

（

3 0件 中 ）

■
委 員 会 発 議

 … … …

　 4 件 可 決

（ 4 件 中 ）

２ 月 定 例 会
議 決 結 果

■
条 例 案

  … … … … …

　 ８ 件 可 決

（ ８ 件 中 ）

■
予 算 案

  … … … … …

　 ２ 件 可 決

（ ２ 件 中 ）

■
事 件 案 件

 … … … …

　 １ 件 可 決

（ １ 件 中 ）

■
報 告 案 件

 … … … …

　 １ 件 承 認

（ １ 件 中 ）

■
人 事 案 件

 … … … …

　 ３ 件 同 意

（ ３ 件 中 ）

■
委 員 会 発 議

 … … …

　 ２ 件 可 決

（ ２ 件 中 ）

▼ カ  ー  ボ  ン  ニ ュ ー ト ラ  ル
二 酸 化 炭 素 を は じ め と す る 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 か
ら 、 森 林 な ど に よ る 吸 収 量 を 差 し 引 い て 、 全 体 と し て プ
ラ ス マ イ ナ ス ゼ ロ に す る こ と 。 脱 炭 素 、 ゼ ロ
カ ー ボ ン と も い う 。 環 境 省 が 提 唱 す る 「 ゼ ロ
カ  ー  ボ  ン  ア ク シ ョ ン 3 0 」 に つ い て は 、 こ ち ら

ポ  イ ン ト 解  説定  例  会

［ 自 由 民 主 党 ］

天 野  学  議 員

あ ま  の 　   が く

　 県 は 優 遇 制 度 や 産 業団 地 開 発 に 取 り 組 む 市

町 村 支 援 を 充 実 さ せ て き たが 、  県 営 産 業 団 地 は 残 り わ ずか で 用 地 の 確 保 は 急 務 だ 。  新た な 誘 致 の 実 現 に は 従 来 の 施策 に 加 え て 、  県 が 自 ら 適 地 を探 し 、  産 業 団 地 を 開 発 す る 必要 が あ る 。  今 後 、  企 業 の 誘 致 と投 資 の 促 進 に ど う 取 り 組 む のか 伺 い た い 。

　 地 域 の 特 色 を 生 か した 産 業 の 活 性 化 を 目 指

す 市 町 村 と 連 携 し な が ら 、  県と し て も 、  許 認 可 な ど の 相 談対 応 や 技 術 職 員 の 派 遣 、  用 地整 備 に 対 す る 無 利 子 貸 付 な ど様 々 な 支 援 を 通 じ 、  産 業 団 地の 開 発 を 進 め て き た 。　 さ ら に 、  団 地 開 発 に 伴 う 公共 施 設 整 備 へ  の 支 援 対 象 の 拡大 、  補 助 上 限 の 引 き 上 げ や 、  新た な 補 助 制 度 の 創 設 な ど に より 、  引 き 続 き 県 内 の 生 産  ・  雇 用へ  の 誘 発 効 果 が 期 待 で き る よう 取 り 組 ん で ま い り た い 。

（ 知 事 答 弁 ）

　 子 ど も の 健 や か な 成長 を 社 会 全 体 で 後 押 し

す る た め 、  県 政 の 政 策 全 般 を子 ど も 目 線 で 捉 え 直 し 、  総 合的 に 政 策 を 推 進 す る 体 制 を 構築 す  べ  き だ 。　 ま た 、  特 に ヤ ン グ ケ ア ラ ー の支 援 な ど 、  子 ど も や 子 育 て 家庭 が 直 面 す る 、  複 雑 化 す る 課題 に 対 し て 、  横 断 的 な 視 点 か ら新 た な 施 策 を 具 体 化 す る 体 制が 必 要 だ が 、  所 見 を 伺 い た い 。

　 令 和 ５ 年 度 に 新 た に設 置 す る 子 ど も  ・  福 祉 部

を 中 心 と し て 、  知 事 部 局 内 の連 携 は も と よ り 、  県 教 委 や 県警 察 な ど と も 連 携 し な が ら 、総 合 的 に 子 ど も 関 連 施 策 を 推進 す る こ と と し て  い る 。　 ヤ ン グ ケ ア ラ ー な ど の 課 題を 抱 え る 子 ど も や 子 育 て 家 庭の 支 援 に  つ  い  て は 、  県 要 保 護 児童 対 策 地 域 協 議 会 な ど を 通じ 、  関 係 部 局 で 緊 密 に 連 携 しな が ら 、  よ り 一 層 取 り 組 ん でま い り た い 。

（ 知 事 答 弁 ）

　 マ ス ク 着 用 の 見 直 しが 進 ん で い る が 、  個 人 の

多 様 な 考 え 方 が ぶ つ か り 、  再び 混 乱 が 生 じ る 懸 念 が あ る 。場 面 や 状 況 に 応 じ た マ ス ク 着用 の 判 断 を 徹

底 す る 必 要 が あ

り 、  三 密 回 避 な ど の 基 本 的 な感 染 対 策 は 引 き 続 き 求 め ら れて い る こ と も 含 め 、  県 民 に で きる だ け わ か り や す い 形 で 広

報

す  べ  き だ が 、  所 見 を 伺 い た い 。

　 マ ス ク 着 用 に  つ  い て は個 人 の 判 断 が 基 本 と さ

れ る と と も に 、  着 用 が 効 果 的な 場 面 な ど が 示 さ れ て お り 、円 滑 な 移 行 を 図 る た め 周 知 期間 が 設 定 さ れ た と こ ろ で ある 。　 県 と し て も 、  基 本 的 な 感 染防 止 策 の 重 要 性 を 含 め 、  県 民が そ れ ぞ れ の 状 況 に 応 じ て 適切 に 判 断 で き る よ う 、  ホ ー ムペ ー ジ な ど 多 様 な 媒 体 を 活 用し て 、  わ か り や す く 広 報 し てま い り た い 。

（ 知 事 答 弁 ）

企 業 の 誘 致 と投 資 の 促 進 に つ い て

［ 民 主 ・ 県 民 ク ラ ブ ］

高 原  俊 彦  議 員

た か は ら 　  と し   ひ こ

［ 公 明 党 ］

吉 田  徹  議 員

よ し  だ 　 と お る

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 に つ い て

保 健 福 祉 部 の 組 織 体 制見 直 し に つ い て

代 表 質 問 か ら

QA

QA

QA

［ 自 由 民 主 党 ］

蓮 岡  靖 之  議 員

は す お か 　 や す  し

　 予 測 よ り 早 い ペ ー スで 少 子 化 が 進 み 、 本 県

で も 大 変 厳 し い 状 況 が 続 い てい る 。 少 子 化 の 背 景 に あ る様 々 な 要 因 を 踏 ま え 、 県 の 取組 を 検 証 し 、 効 果 的 な 施 策 を集 中 的 に 実 施 す べ き だ 。 こ れま で の 成 果 を ど う 捉 え 、  今 後 、対 策 を ど う 推 進 す る の か 、 所見 を 伺 い た い 。

　 こ れ ま で も 、 結 婚 ・妊 娠 ・ 出 産 の 希 望 が か

な う 環 境 の 整 備 等 に 取 り 組 んで き て お り 、 お か や ま 出 会 い  ・結 婚 サ ポ ー ト セ ン タ ー が 関わ  っ  た 成 婚 数 が 着 実 に 伸 び るな ど 一 定 の 成 果 が 現 れ て い るが 、 出 生 数 等 の 低 下 は 続 い てお り 、 さ ら な る 対 策 の 必 要 性を 強 く 感 じ て  い る 。　 今 後 、 地 域 の ニ ー ズ に 応 じた 取 組 に 挑 戦 す る 市 町 村 へ  の伴 走 支 援 や 、 企 業 の 実 情 を 踏ま え た 子 育 て し や す い 職 場 づく り の 促 進 な ど 、 新 た な 施 策も 強 力 に 進 め 、 ラ イ フ ス テ ージ に 応 じ た 切 れ 目 の な い 支 援に 全 力 で 取 り 組 ん で ま い り たい 。  　 　 　 　 　 　

 （ 知 事 答 弁 ）

　 令 和 ７ 年 に 大 阪  ・  関 西万 博 が 開 催 さ れ る 。  県

は せ と う ち Ｄ М О な ど と 連 携し て い く 考 え だ が 、  戦 略 を 作り 、  こ の 好 機 を 積 極 的 に 生 かす べ き だ 。  瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭や 岡 山 芸 術 交 流 な ど と 連 携 して 観 光 振 興 に 取 り 組 ん で ほ しい が 、  所 見 を 伺 い た い 。

　 関 西 に 隣 接 す る 地 の利 を 生 か し 、  イ ン バ ウ ン

ド 需 要 を 取 り 込 め る よ う 、  旅行 博 や 商 談 会 等 の プ ロ モ ーシ  ョ  ン を 積 極 的 に 行 う と と もに 、  博 覧 会 協 会 や 近 隣 県 、  交 通事 業 者 等 と 連 携 し 、  瀬 戸 内 エリ ア  へ  の 周 遊 促 進 の 取 組 を 強化 し て  い く 。　 ま た 、  同 時 期 に 開 催 さ れ る芸 術 祭 等 、  集 客 力 の あ る 大 規模 イ ベ ン ト を 本 県 の 観 光 プ ロモ ー シ  ョ  ン に 効 果 的 に 活 用 する な ど 、  戦 略 的 に 取 り 組 ん でま い り た い 。

（ 知 事 答 弁 ）

　 ２ ０ ５ ０ 年 に カ ー ボ ンニ  ュ  ー ト ラ ル 社 会 を 実 現

す る た め に は 、  カ ー ボ ン ニ  ュ  ート ラ ル で 生 み 出 さ れ た 製 品 を使 う 意 識 醸 成 も 必 要 で あ り 、こ う し た 製 品 の 価 値 を 認 め使 っ  て も ら わ な け れ ば な ら ない 。  製 品 の Ｐ Ｒ 強 化 に 努 め る企 業 を ど う 後 押 し す る の か 、所 見 を 伺 い た い 。

　 幅 広 い 年 代 を 対 象 とし た 環 境 学 習 の 推 進 や 、

日 常 生 活 に お け る 脱 炭 素 行 動と メ リ ッ ト を 整 理 し た  「 ゼ ロカ ー ボ ン ア ク シ  ョ  ン

3 0」  の 周 知

に 取 り 組 ん で  い る 。　 ま た 、  デ ジ タ ル マ ー ケ テ  ィ  ング 等 の 手 法 を 活 用 し 、  中 小 企業 の 製 品 の Ｐ Ｒ 強 化 等 、  販 路拡 大 の 支 援 を 通 じ て 、  消 費 者が 脱 炭 素 に つ な が る 製 品 やサ ー ビ ス の 価 値 を 認 め 、  選 択す る 意 識 を 醸 成 す る な ど 、  行動 変 容 を 促 し て ま い り た い 。

（ 知 事 答 弁 ）

少 子 化 対 策 の促 進 に つ い て

［ 民 主 ・ 県 民 ク ラ ブ ］

柳 田  哲  議 員

や な ぎ だ 　 さ と し

［ 公 明 党 ］

増 川  英 一  議 員

ま す か わ    え い い ち

カ ー ボ ン ニ  ュ  ー ト ラ ル へ の対 応 に つ い て

観 光 振 興 に つ い て

代 表 質 問 か ら

QA

QA

QA
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